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　令和６年度の飛騨市学園構想は、

防災教育につながる教科学習や地域

の資源を生かしたカリキュラムの作

成に取り組んできました。今回はそ

の取り組みを紹介します。

◆保育園から高校までをつなぐ

　「飛騨市防災教育MAP」

　保育園、小、中、高校、特別支援学校

の代表者が集まり、それぞれの発達

段階で、災害発生時にどんな行動が

とられるとよいか、そのために、日頃

からどんな力を付けておくとよいか

を整理し、「飛騨市防災教育MAP」とし

てまとめました。そして各校で防災

にかかわる訓練や特別活動、各教科

の学習や総合的な学習の取り組みに

ついて交流しました。

　今後は「飛騨市防災教育MAP」とあ

わせて事例集を作成して、さらに各

校の活動に活かせるようにします。

◆防災教育につながる教科の学び

　すべての学校で教科学習と「命を

守る訓練」などの行事、総合的な学

習の時間等を関連付けることで、防

災に関わる学びを深めることを重視

しています。そして地域の防災士さ

んや飛騨市役所の危機管理課の職員

から、専門的な知識や現場経験での

生の声を聞き、「自助・共助・公助」

のことを学んでいます。

　来年度は、さらに縦や横のつなが

りを広げながら、より災害時の対応

力をつけていくことができるように

進めていきたいと思います。

学校教育課 0577-73-7494

実際に見ることでより実感につながります

防災士さんと対話をしながら考えを深めます

環境課 0577-73-7482
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令和６年度飛騨市学園構想

　　カリキュラム部会の活動
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　大切な家族のためでもある終活で

すが、そこにはペットも含まれてお

り、ペットの終活はペットのためで

もあり、飼い主のためでもありま

す。

　飼い主に異変が起きた場合、同時

にペットの生活にも影響が出ます。

　また、ペットの命も当然のことな

がら永遠ではなく、突然、事故や病

気で死んでしまうこともあります。

ペットが亡くなることを考えること

は縁起が悪いと思うかもしれません

が、命と一緒に暮らすのであれば、

必ず覚悟しなければならないことで

す。ではペットの終活は具体的には

何をすればいいのでしょうか。

　まず考えたいのは、病気やケガな

ど、万が一の時の治療の方針を決め

ておくということです。もしも重篤

な状況に陥った時、少しでも希望が

あれば治療を続けるのか、または安

楽死を望むのかなどを家族と話し

合っておくことが大切です。

　そして、治療のための医療費は

ペットの場合、高額になりがちで

す。現在は、ペットのための保険も

あるので、基本的には飼い主の判断

ではありますが、加入を検討するこ

とも必要かもしれません。

　また、さまざまな事情で飼うこと

ができなくなった時、誰かにペット

を委ねるということも考えておかね

ばなりません。ペットによっては、

今までの環境にすぐ馴染めないとい

うことも考えられるので、なるべく

新しい場所で順応できるよう、日頃

の生活の様子を詳しく書き留めてお

くことも必要です。他にもペットの

情報として生年月日、登録番号、既

往歴やかかりつけの病院、食べ物の

好みなども書いておいてください。

　大切なペットと飼い主ができるだ

け長く安心して暮らしていけるよう

に、飼い始めたその日からペットの

終活を考えてみてはいかがでしょ

う。

飛騨市終活支援センター

（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

お申し込みは下記まで

ペットのための
エンディングノートを
無料で配布
しています。

大切なペットと
自身のために

はじめませんか？

そろそろ
終活
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　飛騨市民病院は、急性期から慢性

期、在宅復帰支援に至るまで、幅広

い医療を提供している地域密着型の

病院です。また、医療だけでなく、

介護、福祉、保健との連携を図り、

地域の方々が安心して暮らせるよう

に「地域包括医療・ケア」を推進し

ています。そのためには、地域の

ニーズに応じた質の高い看護師の育

成が不可欠です。そこで、職員のス

キルアップと、人間味あふれる人材

の育成を目指し、令和元年度に「人

材育成プロジェクトチーム」（以

下、「JIP」）を院内で立ち上げ、

「里山ナース®」という愛称を冠し

た独自の院内認定看護師制度を設け

ました。

　里山ナース®の定義は、「救急か

ら急性期看護、慢性期看護、地域医

療・看取り期まで見据えた、いの

ち・暮らし・尊厳を守り支える看護

の提供」であり、必要なスキルを身

につけるために、日本看護協会が提

供する研修を活用した当院独自の育

成プログラムを作成し、段階的に能

力を高めるよう取り組んでいます。

段階ごとに育成プログラムを修了し

た際には、飛騨市河合町で生産され

た山中和紙を使用した修了証を授与

し、業務で着用するオリジナルのス

クラブを贈呈するなど、意欲を持っ

て取り組める工夫をしています。

　また、JIPでは、幅広い分野を親

しみやすく自律的に学べるよう研修

の企画も行っています。スキルアッ

プを目的とした研修の受講や資格取

得のための知識向上だけでなく、飛

騨市民病院が所在する神岡町の理解

を深めるため、時には野外に出て

「まちなか散策」や「介護施設見

学」を行い、地域性の理解を深めて

います。

　今後は、里山ナース®で得た知識

を地域住民の皆さんに還元できるよ

う、地域に出向くことを視野に入れ

た活動を考えています。

飛騨市民病院

0578-82-1150

人材育成
プロジェクトチームについて

里山ナース®のオリジナルキャラクター

「ＳＡＣＣＨＩ」


